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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成27年8月6日(2015.8.6)

【公表番号】特表2014-524094(P2014-524094A)
【公表日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-050
【出願番号】特願2014-521638(P2014-521638)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ   23/02     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月15日(2015.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  オブジェクトの状態を決定するための監視システムであって、
  当該監視システムは、オブジェクトの正常動作状態を示す基準データ、及び複数の入力
パターン・アレイを持つ、少なくとも１つのプロセッサによって演算される経験的モデル
を有し、各々の入力パターン・アレイが複数の時間順序の入力ベクトルを持ち、各入力ベ
クトルは、オブジェクトのカレント状態を示す複数のパラメータを表す複数の入力値を持
ち、
　前記基準データは、同じサイズ及び複数次元トレーニング・アレイにグループ化され、
　各トレーニング・アレイは、対応する複数次元入力パターン・アレイと同じサイズを有
し、
　各トレーニング・アレイは、時間順に並んだ複数の逐次的基準ベクトルを含み、
  前記経験的モデルは、入力パターン・アレイ及び基準データを使用して入力値と基準デ
ータとの間の類似性測度を決定する計算に基づいて、複数の推定値を生成するように構成
されており、
  当該監視システムはまた、前記複数の推定値を対応する複数の入力値と比較して、この
比較の結果生じる値を、オブジェクトの状態を決定するために使用できるようにする差計
算モジュールを有している、監視システム。
【請求項２】
  前記複数の入力ベクトルの少なくとも１つは、複数の入力パターン・アレイ内にある、
請求項１記載のシステム。
【請求項３】
  各入力パターン・アレイは、オブジェクトの動作状態を表す一シーケンスの入力ベクト
ルに沿った複数の時点を含む期間を表しており、
  各入力パターン・アレイは、少なくとも１つの他の入力パターン・アレイの期間とは異
なるが、該期間とオーバーラップする期間を表している、請求項１または２に記載のシス
テム。
【請求項４】
  各入力パターン・アレイは、オブジェクトの動作状態を表す一シーケンスの入力ベクト
ルに沿った複数の時点を含む期間を表しており、
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  各入力パターン・アレイは、前記一シーケンスの入力ベクトルの内のカレント一次ベク
トルであって、該入力パターン・アレイ内の最も最近の時点を表すカレント一次ベクトル
を持っている、請求項１乃至３のいずれかに記載のシステム。
【請求項５】
  前記複数の入力ベクトルは、前記シーケンスに沿ってルック・バック窓を動かして、カ
レント一次ベクトルを選択し、次いで前記シーケンスに沿って前記一次ベクトルに続き且
つ前記窓内に適合する１つ以上の相対的に古いベクトルを選択することによって、各入力
パターン・アレイについて選択される、請求項４記載のシステム。
【請求項６】
  入力パターン・アレイ内の複数の入力ベクトルによって表される複数の時点の間の時間
間隔は、より最近の複数の入力ベクトル間の間隔が同じ入力パターン内のより遅い複数の
入力ベクトル間の間隔よりも短い、請求項１乃至５のいずれかに記載のシステム。
【請求項７】
  複数の入力パターン・アレイによって表される全持続時間が変化する、請求項１乃至６
のいずれかに記載のシステム。
【請求項８】
  前記計算は下記の式又は
【数３１】

下記の式に基づくものである、請求項１乃至７のいずれかに記載のシステム。
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【数３２】

【請求項９】
  前記類似性測度は、入力値及び基準値が範囲の一端で同一であり且つ該範囲の別の端で
何ら類似性を持たないことを示す境界のある範囲上の値である、請求項１乃至８のいずれ
かに記載のシステム。
【請求項１０】
  前記基準データは少なくとも１つの習得逐次的パターン・マトリクスを有し、各習得逐
次的パターン・マトリクスは複数の基準ベクトルを持ち、各基準ベクトルは複数のパラメ
ータを表す複数の基準値を持つ、請求項１乃至９のいずれかに記載のシステム。
【請求項１１】
  前記基準データは、習得逐次的パターン・マトリクスの３次元コレクションを形成する
、請求項１０記載のシステム。
【請求項１２】
  前記３次元コレクションは、第１の次元に沿って複数のパラメータを表し、第２の次元
に沿って複数の習得逐次的パターン・マトリクスを表し、また第３の次元に沿って複数の
基準ベクトルによって表される時間を表している３つの次元によって規定される、請求項
１１記載のシステム。
【請求項１３】
  各入力パターン・アレイが前記３次元コレクション内の各習得逐次的パターン・マトリ
クスと比較されて、各習得逐次的パターン・マトリクスについて類似性測度を決定する、
請求項１１記載のシステム。
【請求項１４】
  各習得逐次的パターン・マトリクスは、複数の基準ベクトルによって表される複数の時
点を含む期間を表しており、該期間は、３次元コレクション内の他の少なくとも幾つかの
習得逐次的パターン・マトリクスの期間とは異なるが、該期間とオーバーラップしている
、請求項１１記載のシステム。
【請求項１５】
  前記複数の習得逐次的パターン・マトリクスの１つと前記複数の入力パターン・アレイ
の１つとの間の類似性は、それぞれのアレイ内に表されている他のベクトルの位置に対し
て同じベクトル位置を表す対応する基準及び入力値の間の類似性に基づいている、請求項
１１記載のシステム。
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【請求項１６】
  前記複数の習得逐次的パターン・マトリクスの１つと前記複数の入力パターン・アレイ
の１つとの間の類似性は、前記複数のアレイによって表されている各パラメータについて
平均スカラー類似性値を計算することを有している、請求項１１記載のシステム。
【請求項１７】
  前記複数の入力パターン・アレイの少なくとも幾つかは、前記複数の習得逐次的パター
ン・マトリクスの少なくとも１つによって表される期間とは異なる期間を表す、請求項１
１記載のシステム。
【請求項１８】
  前記複数の習得逐次的パターン・マトリクスによって表される期間が変化する、請求項
１１記載のシステム。
【請求項１９】
  前記経験的モデルは、複数の推定値ベクトルを持つ推定値マトリクスの形式で複数の推
定値を生成するように構成される、請求項１乃至１８のいずれかに記載のシステム。
【請求項２０】
  各推定値マトリクス内の複数の推定値ベクトルは、複数の入力パターン・アレイ内の前
記複数の入力ベクトルによって表される複数の時点に対応する、請求項１９記載のシステ
ム。
【請求項２１】
  オブジェクトの状態を決定するために複数の推定値マトリクスにわたって表される各時
点について単一の推定値ベクトルを供給することを有する、請求項１９記載のシステム。
【請求項２２】
  前記単一の推定値ベクトルを供給するために、
    複数の推定値マトリクスにわたる時点において他の複数の推定値ベクトルに対して最
大、最小又はメジアン値を持つ１つ以上の推定値を持つ推定値ベクトルを選択すること、
    複数の推定値マトリクスにわたる時点における複数の推定値の平均、重み付き平均、
又は重み付きノルムを計算すること、及び
    複数の推定値マトリクスにわたる時点における他の複数の推定値ベクトルに対して対
応する入力ベクトルに最大の類似性を持つ推定値ベクトルを選択すること、
の内の少なくとも１つを使用する、請求項２１記載のシステム。
【請求項２３】
  前記経験的モデルは、
    最大、最小又はメジアン推定値を持つ各推定値マトリクス内の推定値ベクトル、
    各マトリクスについて１つの推定値を形成するために前記推定値マトリクス内の複数
の推定値の重み付き平均又は重み付きノルム、及び
    それぞれの対応する入力ベクトルに最大の類似性を持つ前記推定値マトリクス内の推
定値ベクトル
の内の少なくとも１つを使用することによって、オブジェクトの状態を決定するための推
定値ベクトルを供給する、請求項１９記載のシステム。
【請求項２４】
  前記経験的モデルは、複数の入力パターン・アレイ内に表されていない複数のパラメー
タを表す習得逐次的パターン・マトリクスの３次元コレクションと共に計算に複数の重み
として複数の類似性測度を使用するように構成されている、請求項１乃至２３のいずれか
に記載のシステム。
【請求項２５】
  複数の類似性測度を生成するために使用される基準データが、前記３次元コレクション
によって表される全てのパラメータを表していない、請求項２４記載のシステム。
【請求項２６】
  前記３次元コレクションは、前記入力パターン・アレイによって表されていないパラメ
ータのみを表している、請求項２４記載のシステム。
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【請求項２７】
  前記３次元コレクションは、前記複数の入力パターン・アレイによって表されていない
複数のパラメータ及び前記複数の入力パターン・アレイによって表されている複数のパラ
メータの両方を表している、請求項２５記載のシステム。
【請求項２８】
  各入力パターン・アレイについて複数の推定値を生成するためにどの基準データを使用
すべきかを再決定する局在化モジュールを有している請求項１乃至２７のいずれかに記載
のシステム。
【請求項２９】
  前記複数の推定値が、正常動作を表す対応する入力パターン・アレイを示しているとき
、前記複数の入力パターン・アレイを前記基準データに付加するように構成された適応モ
ジュールを有している請求項１乃至２８のいずれかに記載のシステム。
【請求項３０】
  オブジェクトの状態を決定するための監視システムであって、
  当該監視システムは、少なくとも１つのプロセッサによって演算される経験的モデルを
有し、該経験的モデルは、オブジェクトの正常動作状態を示す基準データを、同じサイズ
を持ち、時間順に並ぶ、複数の習得逐次的多次元パターン・マトリクスの形式で有し、各
習得逐次的パターン・マトリクスは複数の基準ベクトルを持ち、各基準ベクトルは複数の
パラメータ及び、習得した同じサイズの時間順に並ぶことを表す複数の基準値を持ち、
  前記モデルはまた、対応する複数次元入力パターン・アレイと同じサイズを有する複数
の多次元パターン・マトリクスとオブジェクトのカレント状態を示す複数のパラメータを
表す入力データを持ち、
　前記入力データは複数の入力多次元パターン・アレイであり、
  前記経験的モデルは、入力データ及び同じサイズを有する時間順に並んだ習得逐次的多
次元パターン・マトリクスを用いて前記入力データと前記複数の基準マトリクス内の基準
値との間の類似性測度を決定する計算に基づいて、複数の推定値を生成するように構成さ
れ、
  当該監視システムはまた、前記複数の推定値を対応する複数の入力値と比較して、この
比較の結果生じる値を、オブジェクトの状態を決定するために使用できるようにする差計
算モジュールを有している、監視システム。
【請求項３１】
  オブジェクトの状態を決定するための監視システムであって、
  当該監視システムは、オブジェクトの正常動作状態を示す基準データを持つ、少なくと
も１つのプロセッサによって演算される経験的モデルを有し、
　前記基準データは、同じサイズ及び複数次元トレーニング・アレイにグループ化され、
　各トレーニング・アレイは、対応する複数次元入力パターン・アレイと同じサイズを有
し、
　各トレーニング・アレイは、時間順に並んだ複数の逐次的基準ベクトルを含み、
  前記経験的モデルはまた、オブジェクトのカレント状態を示す複数のパラメータを表す
入力データを持ち、
　前記入力データは複数の入力多次元パターン・アレイであり、
  前記経験的モデルは、入力データ及び基準データの両方を使用して入力データと基準デ
ータとの間の類似性測度を決定する計算に基づいて、複数の推定値を生成するように構成
されており、これらの推定値は、複数の時間順序の推定値ベクトルを持つ推定値マトリク
スの形式で生成され、各推定値ベクトルは複数のパラメータを表す複数の推定値を持ち、
  また、当該監視システムは、複数の推定値マトリクスによって表される各期間について
の少なくとも１つの推定値ベクトルを、入力データと比較して、この比較の結果生じる値
を、オブジェクトの状態を決定するために使用できるようにする差計算モジュールを有し
ている、監視システム。
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